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10月 18日 ー 12月 31日

東アジア I

中国，台湾，南・北測鮮， モ`ノ

ゴル，チベット，香述， 「｛木

10月 18日

會米第7艦隊閃下の槻動部隊と米而

兵第 3 師団は，沖縄北部で敵前1~.1沿
と対ゲリラ戦の油料を行なう()

10月 19日

奪周恩来中共謂主席、 22回ソ連党大

会での演説で， ソ連のア）レバニア非

難に同怠しないことを示唆。

魯米大統頒，中共の国辿加罰：こ反対

の旨公式に声明。

魯日本外務省，去る13日の韓国筈備

隊の日本漁船 2隻の猜獲に厳爪抗

議。

10月20日

もモンゴ）レ・ネパール両国， ウラン

バートルで文化協力協定に調印。

會第 6次日韓全而会談 5カ月ぶりに

日本外務省で開かる。

◇国府はモンゴルの国迎加淵間題で

拒否権を行使せず来権するよう沈外

相に指令。

10月23曰

會中共人民対外文化協会会長と訪中

の日中文化交流協会の中島理ボ長，

文化交流についての共同声明に調

印。

睾政府は， DACへの正式加叫手続

きと， 日本代表部のパリヘの設附を

萩原在仏大使に訓令。

10月25日

魯国連安保理は，モンゴル国辿加開

を承認。

命小坂外相，衆議院外務委員会で，

モンゴル・モーリタニア両国の国連

加盟支持，中国の国連代表権間題は

重要事項として取り扱う旨の発言｝

10月26日

唸外務省は，国連日本代表部に対し，

国連総会においてモンゴルカ叫阻には

梨椛，モーリタニアには贅成するよ

う訓令。

◇日椅会談，実質的討論に入る。一

方金中央情報部長は池田酋相，小坂

外相と会談。

◇政府はブラジルのビトール・ダ・

シルバを団長とする対日飢務（質遠繰

り廷べ交沙団と交渉を開始。

心渡米中のアラビア石油社長，スタ

ンダード，テキサス， ソニュー・モ

ービル等の国際石油賓本との業務提

携方を首脳部に打診。

10月27日

信国辿総会本会談はモンゴルの加慨

を承認。

10月28日

疇15日調印されたチベット・カトマ

ンズ国際自動車道路建設協定による

と，中共政府はネパール政府に対し

4年閻に建設費 350万ポンドを無飢

供与。

10月31日

賣僻国とオーストラリア，大使交換

を決定。

今JETR(）は「ドル防衛のわが国東

南アジア向け輸出に与える影響」に

ついての調書を発表。 6月以降のド

ル防衛による大きな影讐特に工業

製晶へのそれを指摘。

11月 1日

今日米経済委員会第 4回全体会議で

佐藤蔵相，東南アジア，中南米へ，

アメリカとの共同援助で経済協力を

行ないたい旨発言。

鬱大蔵省ぱ，在日米系 3行から約 2

億ドルの外貨借り入れを発表。

11月2日

0日米経済委員会第 1回全休会議箱

根ではじまる。

¢:池田・ラスク米国務長官との会談

で， 日韓関係を早急こ正常化するこ

とに意見の一致をみる。

會韓国を訪問した日韓会談日本側代

表，池田首相から朴最高幹部会議長

にあてた親書を携行。朴氏に米国訪

間の途上日本に立ち寄るよう招諮。

11月3日

會朴議長は，池田首相の招請に応じ，

11日，米国への途上， 日本に立寄る

と発表。

11月4日

,t'祖l徊『国外相，僻国抑留漁船の全部

の釈放を日韓会談日本代表に約束。

魯日米経済委員会終わる。

11月7日

會北京のソ連大使誼で開かれた革命

記念レセプションで陳毅外相，中‘)

の団結を強調する演説を行なう。

拿日米財界の首脳による「日米財界

人会議」開く。日本側は自由貿易の

原則に立って，米国は輸入制限やド

ル防衛の緩和に踏みきるべきだと要

請。

◎来日した大田琉球主席， ライシャ

ワー駐日米大使と会談後の記者会見

で， 「沖縄に対する日米双方の本格

的援助は38年度から実施されるもよ

う」と語る。

11月8日

｀中国共産党機関紙『人民日報』，北

ヴェトナム労働党機関紙『人民』は

アルバニア勤労党創立20周年を歓迎

する社説でともにアルバニアとの団

結を強調。

11月 12日

會池田首相と韓国の朴最高会議議長

会見。諮求権は，（1）純然たる個人取

り分に限定する，（2）今後両国の国交

回復を弾力的に推進しつつ，その前

でも一部経済協力に応ずるなど怠見

の一致をみる。

11月 13日

拿日本・パキスタン両国政府， 日本

のパキスタンに対する円借款 (72億

円限度）拗定に調印。
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11月14日

◇訪米中の朴議長とラスク米国務長

官の会談はじまる。内容は僻国の経

済，軍事開発に関するものとなるみ

こみ。

11月 15日

今来日中のレバノン共和国のピエー

ル・エデ銀行協会会長とサミエル・

スーキ元駐米代理大使は，西アフリ

カ，中近東の経済開発のための開発

金融機関新設の構想を説明し，資金，

特に技術面ての協力を日本に要請。

◇日本のビルマ農畜産技術協力調査

団， ラングーンヘ出発。

11月 16日

今ソ迎共産党機関誌プラウダはトリ

アッティ・イタリア共産党書記長の

中国共産党批判諭文を掲載。

今池田首相，東南アジア 4カ国歴訪

に出発 (~30日）。

令タイ特別円間題， 6年ぶりに日・

タイ間に了解つく。

11月 17日

今ハミルトン米国際開発局長官，＇徊＼ t

国向け肥料調達の入札は米国業者だ

けに認めると発表。日本は入札から

除外される。

11月 18日

◇東南アジア訪間中の池田首相，ア

ユブ・パキスタン大統領と会淡後の

記者会見で， アジア共同市場間題ぱ

検討の段階にきているが実現は困難

と語る。

會中共，英国のジャーディン・マジ

ソンネいこ楡送機を発注。

11月21日

令日本とビルマ賠伯交渉，先月に引

きつづきビルマ外務省で開かる（～

28日）。

魯第 5次訪中日本文学者代表団北京

に到着。

11月24日

會平壊市で，南朝鮮の朴議長の訪米・

訪日 1こ抗議する大衆集会開かる。

令日本銀行は米市中銀行 3行からの

2億10万ドルの外貨借款に調印。

11月27日

會ガット閣僚会議でアメリカ，カナ

ダ代表，藤山日本代表の演説を支持。

令朝海大使，米函務省に，輸入綿製

品に対する賦課金間題および国際開

発局の斡国向け肥料買いつけを，米

国業者に限定したことの 2点につい

て日本政府の抗議を伝達。

11月28日

會池田首相とサリット・タイ首相と

の会談の結果，特別円 961億円を来

年から 8年間で全額支払うことに謡

見一致。

11月30日

會国連総会特別政治委員会での南北

朝鮮統一問題討議に北朝鮮代表を招

くようにとのモンゴル提案に対し，

韓国は同廊を拒否すると発表。

今日本とアラブ連合は，両国の航空

協定に調印。

令ガット閣僚会議(11月28~30日），

対日35条撤回が早急に行なわれるこ

とが望ましいとコミュニケで確認。

會チュニジア，初の対日35条撤同国

となる。

12月 1日

◇国迎総会，中国代表権間題の討議

にはいる。

12月2日

合中共とインド間に結ばれていたチ

べ、．J 卜に関する通商・交通協定は双

方が延長を行なわないため失効。

令台湾，初の研究用原子炉，楕蔀大

学に完成。

◇韓国政府， 1962年 1月 1日から「俯

紀」年号を廃止し，西脈紀元を使用

する法令を公布，）

12月3日

、合中共の国迎代表権問題で日本は，

「屯要事項指定」決議案を共同提案。

12月4日

魯中共，災国旅客機購入をきめる。

令モスクワで開かれた第 5回批界労

組大会で， 日米軍事条約の廃案を闘

争目標に加える。

12月5日

會日米第 2IIil合同原子動力会議東京

で開く。

會国連総会中国代表権間題討議で，

ポーランド，ナイジェリア， リベリ

アから「 2つの中国」論出さる。

12月6日

令岡崎国連日本代表，総会本会議で，

中国代表権間題の取り扱いを恨重に・

と演説。

12月7日

合朴i：雌国最高会議談長，記者会見で

民政移行後も，軍人が政府に残る可

能性を示唆，尚言語機関がもっと政

府に協力すべきだと強く主張。

會ガット総会，対日35条援用間題を

次期狸事会 (1962年 2月）にもちこ

す。

/〉日本政府， IMFへ借款I打し込み，

IMFIJ噂当局は，即日準備作業にか

かる。

12月8日

會新蔀社電は， 「国連での岡崎演説

ぱ， 日本軍国主義勢力の陰謀だ」と

論評。

12月9日

◇日本政府，独立したタンガニーカ

を承認。

12月 11日

◇キューバ，正式に日本へのガット

35条援用を撤I恙するとガット1f・務局

に通告。

12月 12日

◇ワルシャワで開かれたコメコン

（東欧経済相互援助会議）に，アル

バニア，中共（オブザーバ-)欠席。

拿国連総会，中国代表権問題討議で，

カンボジア，セイロン，インドネシ

ア3国は， ソ迎提案の「国府除外」

をやわらげた修正案を提出。

合池111酋相ら賠殺計両発鎚。陸士出

身ら13名逮捕さる。

修米・英•仏・オーストラリアなど

15カ国，朝鮮問題の平和的解決を求

める決議案を国連総会に提出。

12月 13日

◇米国務省スポークスマンは，エト

ロフ， クナシリなど北方領士に関す

る日本政府の主張を全面的に支持す

ると声明。・

拿朝鮮間題討議の国連政治委員会，

条件つきで北朝鮮を招謂ずる決議案

を可決。

令「科学協力｛こ関する日米委員会」

第 1回会議，東京で開く (~15日）。

脅フロンディシ・アルゼンチン大統

領，国賓として来日 (~21日）。

12月 14日

喩西独政府経済相，ボン政府は韓国

I I I 
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に11億5000万マルクの借款を与える

ことに同意したと発表。

12月 15日
會葉剣英元帥を団長とする中国軍事

代表団，北ヴェトナムを友好訪間。

彎板門店休戦会議，北朝鮮代表張IE
杭， 「国連は米国の機関にすぎぬ」

と国連朝鮮統一復卵委員会の解散を

要求。

魯国連総会本会議，米国など 5カ田

共同提案になる「重要事項指定決議

案」を可決。

12月 16日

魯中国人民代表大会常務委員会，第

47回会議で改心した元国府および満

州国の戦犯を特赦する決定を採択。

會ア）レバニアのケレジ謂酋相，貿易

相とともに特別機で中共訪I:：J。
12月 18日

令モスクワの枇界労迎大会に出席し

た日本の労組代表，ハンガリー公式

訪問のためブダベストに到舒。

12月 19日

傷中共外交部，インド政府のゴア回

復を支持すると声明。

魯ソ連と中共の， 1962年貿易交渉，

モスクワで開かる。

12月 20日

命来日中のフロンディシ・アルゼン

チン大統領， 日本政府との間に友好

通商航海条約，移住励定などを調印。

拿中共の陳毅副総理兼外交部長は，

北京駐在のスカルニ・インドネシア

大使と会見，中国の政府と人民は，

インドネシアの西ィリアン解放の闘

争を支持すると表明。

鬱朴韓国国家再建最高会議議長，民

族日報社の趙虚庸寿氏の死刑確定，他

の人は減刑。

12月21日

今韓国， 「民族日報」社長趙錦寿他

4名の被告に対し絞首刑を執行。

令米国国防総省， 日本における同省

のジェット燃料供給瀕1こ， ソ迎原油

を多誠に使うという理由で出光輿産

をボイコット。

魯中国・ビルマ両国政府，北京で両

国間の経済技術協力協定議定書の付

属文書と技術協力にかんする文書を

交換。
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12月22日

合第 6次日韓会談本会議，諮求権間

題で双方の出張出揃う。政治折衝ヘ

の素地固まる。

今日本社会党，朴韓国最高会議議長

に対し，雀前社会党組織部長ら 5人

の死刑に抗議の電報おくる。

令日炭貿易の取り決め改定， ロンド

ンで関印。

脅日本， フランス， フランスの市場

を更に多くの日本商品に開放すると

の新貿易取り決めに仮調印。

12月23日

合国迎総会の「柏民地廃止宜言」に

甚づき，神網の日本帰復連勁を促進

するための沖縄解放祖国復帰促進懇

談会生まれる。

令キューバ革命 3周年記念に参加す

るための中共代表団，北京を出発。

12月 24日

拿日本・米国間の閃税試許率修正交

渉（ジロン・ラウンドによる税率引

下げ交渉），最終的（こ妥結。

會朴議長，同迎の監祝下で南北同時

に自由選挙を行ない民族の統一を逹

成しようと北朝鮮へ呼びかけ。

12月25日

令中国最高人民法院，去る16日の戦

犯特赦令にもとづき68人の戦犯を釈

放。

令国府国防軍， 中共が 104日ぶりに

金門島に砲撃を加えてきにと報告。

12月 26日

◇中共・アルバニア汽船会社設立1こ

関する協定，北京で調印。

彎チラナ放送によると，バルジ・ア

ルバニア蔵相は人民議会聞会で「フ

ルシチョフソ連首相ー派の妨害にも

かかわらず，第 3次 5カ年計両は中

共の支持によって成功しよう」と演

説。

12月27日

◇モスクワで開かれていた日ソ漁業

専門家会議 (11月26日～），サケ・マ

スの資椋評価方法で意見の一致をみ

て閉会。

今中国の長期借款供与で建設された

モンゴルのタオラカイトル発電所の

引渡し調印式， ウランバートルで行

なわる。

12月 28日

脅ガット事務局，キューバとチュニ

ジア（準加盟国）がガット35条対日

援用を撤回したと正式に発表。

12月 30日

'◇日本社会党の第 3次訪中使節団，

出発。

1 東南アジア I

フィリピン， クイ，南・北ヴェ

トナム， ラオス， カンボジア，

マラヤ，サラワク， シンガポー

ル，インドネシア，北ボルネオ

10月 18日

鬱南ヴェトナムのゴ・ジンジェム大

統領，仝土にわたる非常事態宣言1こ

習名。

◇南ヴェトナム国民会議，ゴ・ジン

ジェム大統領に非常事態に関する 1

年間特別権限を付与する法案を可

決。

◇南ヴェトナムの実情祝察に特派さ

れた米大統領即問テーラー大将，サ

イゴンに到着。

疇ラオス ・ハッタナ国王は，プーマ

殿下を臨時連合政府の首相に任命。

10月 19日

會南ヴェトナム・アンケー付近で共

産軍と政府軍の激戦つづく。

疇米大統領，特別軍事顧間テーラー

大将，米軍事顧問団と長時間南ヴェ

トナム軍事情勢について協蔽。

10月20日

疇北ヴェトナム人民軍総司令ボー・

グエンザソプ将軍， ヴェトナム国際

委員会議長にテーラー米軍事顧問の

南ヴェトナム訪間を非難する書簡を

送る。

10月25日

◇南ヴェトナム視察を終えたテーラ

ー米大統領特使は，出発に当たって1

「北ヴェトナムから，固境を越えて

更に多くの部隊が侵入したため，南

ヴェトナム共産軍部隊は大幅に増強

されている」と語る。

10月 28日

令ASA（東南アジア連合）経済専門

委は，マラヤ， ダイ，フィリピン 3

カ国に，共同市場結成を勧告したコ
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ミュニケを採択。

令シ ェンワァン州のパテト・ラオ軍

とジャ ール平原周辺の親ブン・ウム

派メオ族との間に， 27, 8両日にわ

たって砲撃の応酬。

令OPEC（石油輸出国機構）会議（於

テヘラン），インドネシアの加盟を承

認。

10月31日

令ガルシア・比大統領，ペソ切り下

げのうわさを否定し，関税率の改定，

バーター貿易法，外貨法の撤退など

が撤会を通過するまで経済自 由化計

画の完全実施は不可能と述べる。

l1月3日

令東南アジア調査を終えて帰国した

テーラ ー米大統領軍事顧問は， 「南

ヴェトナムの共産勢力阻止対策を支

援するため，大統領に多くの有益な

ことを提案するつもりだ」と述べる。

合テーラー米軍事顧問は，ケ大統領

にヴェトナムの共産ゲリラを急速に

撃退するため，米ゲリラ戦専門家，

軍事顧問団による訓練の強化をはじ

めとする勧告を行なった。

11月4日

命ラオスの対日賠償放棄に対して引

きかえに日本の提供する発電所など

の経済援助は，三菱グループのもと

に実施の運び。

11月6日

令6日の北ヴェ トナム労働党機関紙

『ナン ・ダン』は，アルバニア勤労

党創立20周年に際して，同党を賞讃

する諭説を掲げた。

11月 10日

令サイ ゴンの米権威筋は，サイゴン

北方32キロのビエンホア空軍基地に

数百人の米空軍兵員，相当数のプロ

ペラ戦闘機，、中型爆撃機が進駐して

いることを明らかにす。

11月ll日

令ラオスの中立政府プーラ首相と，

愛国党首のスファヌボン党主は共同

記者会見で， ブン ウム派の解放区に

対する侵犯行為をやめること，臨時

連合政府樹立のための 3派首脳会談

に加わるよう要求。

11月 12日

令米国の南ヴェ トナム援助は，従来

の物資輸入の権利を与える方式か

ら， 直接ド）レ供与に近 く転換される

もよ う。 これにより，インフ レが警

戒されている。

11月 15日

令フィリヒ°ン大統領選挙で，マカバ

ガル覇大統領はガルシア現大統領を

引きはな して勝つ。

今ケネディ 米大統頷は国家安全保

障会厳で， 武力介入を伴わない軍事・

政治両面からの南ヴェトナムヘのテ

コ入れを行なう ことを承認。

拿米政府は，テーラー勧告の一部を

実施。輸送機，戦闘爆撃機，野砲な

どの南ヴェトナムヘの空翰を増加。

11月 16日

◇タイ特別円問題， 6年ぶりに日・

タイ問に諒解つく。

11月17日

令フィリヒ゜ン正副大統領に，マカバ

ガル氏（現副大統領）とエマヌエル・

ペラエス氏決まる。

今ラスク米国務長官，記者会見で北

ヴェトナム を非難し， 南ヴ ェトナ ム

軍向けの武器供与を急ぎ，同軍将兵

の訓練を強化しつつあると述べる。

11月20日

會訪英中のラ ーマン ・マ ラヤ首相，

マクミラン英首相と，マラヤ，英領

ボルネオ，シンガポール 3地域を統'

合する大マ ライ シア計画についての

協議を開始 (~23日）。

11月21日

・魯マラヤ遮邦ラーマン首相とマク ミ

ラン英首相，マレーシア統合問厖討

議の第 1回会談を行なう。

11月22日

◇英・マラヤ両国，会談後の共同コ

ミュニケで，大マレーシア連邦の結

成は望ましい 目標であると確認。

11月24日

令インドネシアの東部ジャワ軍司令

部は，最近のケデリ地区の農民暴動

に照らし，多数の共産系団体を禁止，

スラ バヤの 3紙に無期 限停刊を命

ず。

11月28日

命池田首相とサリ ット・タイ首相と

の会談の結果，特別円96億円を昭和

37年から， 8年間で全額支払うこと

に意見一致。

12月 1日

今オランダ額西ニュ ーギニア，西パ

ブアと改称。

令ラーマン・マラヤ首相，南ヴェト

ナムが共産主義者の手におちる危険

がみえれば，マラヤは軍事基地を提

供すると語る。

12月2日

令ラオス問題ジュネ ーブ会議の英 ・

ソ2カ国の議長国， ラオス 3殿下に

書簡を送り ，統一政府樹立を急ぐょ

う要請。

12月3日

令オドンネル米太平洋空軍指令官，

南ヴェト ナム主脳と会談のため， サ

イゴン着。

12月4日

◇ソ連の民間航空使節団，モスクワ・

ジャカルタ航空路開設交渉のため，

ィンドネシア訪問。

令ラオス国際会議， ラオス中立を管

理する国際監視委員会の権限と役割

についての協定を万場一致で可決。

12月8日

令ラスク米国務長官，記者会見で，

南ヴェトナムヘの支援を非共産主義

諸国へ要請。

令米国務省， 「平和への脅威」と題

する南ヴェトナ ム白書を発表。

12月11日

令第42回ラオス問題国際会議で，外

国軍隊の撤退時期， フランス軍の註

留について意見の一致をみる。

令米空軍ヘリコプター 2個中隊，空

母コア号でサイゴンにつく。南ヴェ

トナ ム戦争，新局面に入る。

12月12日

令スカルノ ・インドネシア大統領，

西イリアンのオランダからの回復計

画をたてる国防会議を正式に設置。

12月 15日

令南ヴェトナム政府と米政府，南ヴ

ェト ナムヘの米国援助をただちに強

化する旨のケネディ 聾簡原文を 公

表。

12月 18日

令イ ンドネシア外務省，アラブ連合

政府，ゴア問題でインド政府の支持
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を表明。

令ジュネ ーヴのラオス制限会談 (43

回）， 「ラオス中立に関する宣言案」

ならびに「議定粛」に関する文書を

承認。

12月 19日

令スカルノ・インドネシア大統領，

ジョクジャカルタでの民衆大集会で

西イリアンを解放するため国家総動

員を指令すると油説。

令オランダ政府，国連を通じてよる

こんでインドネシアと西イリアン問

題の解決策を交渉すると言明。

令ジュネ ーヴでのラオス固際会談，

ラオス 3派首脳に対し，速かに統一

政府を樹立し，単一代表をジ ュネ ー

ヴしこ派澁するよう要諮するコミュ ニ

ケを発表。

令ハリ マン米極東問題担当国務次官

補，西イリアン問題でインドネシア，

オランダ両国大使を打診。

令ウ ・タント国迎暫定事務総長，イ

ンドネシア，オランダ両国に対し，

西ィリアン関題を平和的な方法で解

決するよう訴える。

12月20日

令西イリアン近接する東部インドネ

シアの島に大規模なインドネシア軍

の移動。

命タイのタナット ・コー マン外相，

EATOの効果的運営のための再編

が行なわれなければ， 3月の閣僚級

理事会への不参加も考慮と語る。

令南ヴェトナムの ゴ・ジンジェ ム大

統領は， 20~30歳の適格者全員の徴

兵を目的とする法令に署名（従来実

質的には20歳のみ）。

12月21日

令西イリアン問題で，オランダ国内

に，インドネシアとの直接交渉論高

まる。

12月22日

令インドネシア陸軍，インドネシア

原子力研究所副所長クントア ジェ少

佐のもとで核兵器部を建設しつつあ

ると発表。

令インドネシア のグナワン検事総

長， 「経済犯とくに，必需消費物資

の隠匿，価格つり 上げをはかるもの

には，死刑を求刑する」と発表。

12月25日

令イラク政府，マラヤ連邦と正式に

外交関係樹立。

12月 26日

令インドネ シアのスカ）レ ノ大統領，

西イリアン問題の大統領諮問機関と

して， 「軍事計画作成委員会」を設

樅。

12月27日

令インドネシア駐在， ジョーンズ米

国大使，西イリアン問題のあっせん

のため，スカルノ大統領と会談。

令ラオス中立派のプー マ殿下と左派

スファヌ ボン殿下， ビエンチャン 1’こ

到藩。

令ラオス 3派酋脳会談，開会前早く

もゆきづまる。

12月28日

令セレペス島南部駄留のインドネシ

ア軍部隊， 24時間の戦闘準備態勢下

におかれる。

令スパンドリオ ・インドネシア外相，

「オランダが西イリアンを引き渡た

す保証を与えれば，・イ ンドネシアは

同地域の住民に大輻な 自治を与える

可能性がある」と語る。

12月29日

令ラオス 3派会談，右派のプンウム

殿下の会談不参加で最後的に決裂。

スファヌポン殿下とパテ ト・ ラオの

代表，ジャ ール乎原へ帰る。

I南ーーア ジア l
イソド，パキスクン，セイロン，

ピルマ，ネパール， プークソ

10月20日

令モンゴル ・ネパール両国，ウラン

パートルで文化協力協定に調印。

10月28日

令15日調印されたチベット・カトマ

ンズ道路建設協定によれば，中共政

府はネパール政府に対し 4年間に建

設費350万ボ ンドを無依供与。

10月30日

令海外電気通信協力会は， バキスタ

ン政府からの要諮に基づき， コロ ン

ボ ・プランの一環として，テレビ放

送施設のための現地調査団の人選開

始。

11月 5日

令ネール首相は，ケネディ大統領と

会談のため，空路ニ ューヨー クに到

消。 「主要な議題は批界の平和1、こっ

いてである」と首相は述べる。

11月6日

令訪米中のネール ・イ ンド首相は，

ケネディ大統領との会談で，米軍戦

闘部隊を南ヴェトナムに派辿しない

よう強く勧告。

11月 12日

◇訪米中のネール首相は， CBSテレ

ビを通じて「ヴェト ナムに対する米

国をふくむ外邪からの干渉には反対

だ」と述べた。

11月 13日，

命日本，バキスタン両国政府は日本

のパキスタンに対する 円借款 (72億

円限度）協定に調印。

11月21日

今日本のビルマ賠供交渉， ラングー

ンで再開 (21~28日）。

11月 26日

令イ ンドの保守政党であるスワタン

トラ党は，年次大会で対中国外交関

係の即時断絶を要求した決識案を万

場一致で採択。

11月 29日

舎訪米中のマドラス人口問題研究協

会のチャンドラセカル博士は中国人

口は 7億をこえたと推定。

12月2日

◇中共・インド間に結ばれていたチ

べ）卜に関する通商・交通協定は双

方が延長を行なわないため失効。

令ネール・インド首相，民衆会議で

「中印国境紛争は世界戦争に発展の

可能性もある」と演説。 ・

12月4日

令インド政府， ゴア国境の緊張激化

にかんがみ，国境地帯に兵力を急派。

12月 5日

◇ネール・インド首相，下院での演

説で，中共から「もしインドが中印

国境で軍事行動をやめなければ，ィ

ンドの東北特別区に侵入する」との

書箇を受けたと言明。

12月7日
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令ポルトガル領ゴアからの報道1'こよ

れば， ゴア内部で民族主義者とボル

トガル政府軍の間に戦闘発生。

12月9日

令インド軍ゴアの包囲体制を固む。

12月 10日

令ボルトガル政府，ゴアの一部地区

で住民特に婦女子の避難を開始した

と声明。

令インド議会での共産党指導者ゴパ

ラン氏，インド閣僚訪問阻止のデモ

を指蒋中逮捕される。

12月 12日

令共産党，社会党員からなるゴァ政

治協巖会， 「インド政府が 1週問以

内にゴアを解放しなければ，われわ

れは5000人の義勇軍でゴアに進入す

る」と声明。

令ボル トガル政府，ゴアの現状に対

処するため，ボルトガルのゴア総督

1こ非常大権を与える。

12月 15日

令ブレジネフ ・ソ連最高会議幹部会

談長，プラサ ド・インド大統頷の招

きで訪印。

12月 16日

令フルシチョフ ・ソ連首相， ネール・

ィンド首相に対し，インドのゴア解

放闘争を完全に支持する旨書筒を送

る。

令コ^ア中心部まで親インドのゲリラ

活動波及。

12月17日

命訪印中のブレジネフ・ソ連最高幹

部会謡長，ボンベイでの集会で 「ソ

連はコ｀ア，ダマ ン，ディヴの解放を

めざすインドの立場を完全に理解

し，同情する」と演説。

12月18日

令インド軍，ゴアの首都パンジムに

到逹， ダマン，←ディヴも陥落。

令インド政府，ゴア司政官にマドヤ

プラデシ州政府次官， ノロナ氏を任

命。

令インド国防軍，ゴア進撃を開始。

命インド政府，各国大使に必要とあ

れば国連での討議に応じる用意があ

ると述べる。

◇セイ ロン政府， ゴアのボルトガル

人に対する軍隊，装備，補給物資の

輸送を禁止するため全領海と空港を

封鎖したと発表。

令ゴアブース駐印英高等弁務官，イ

ンド外務省に対し， ゴア問題でのイ

ンドの武力行動は追憾と申し入れ。

他に，ニュ ージーランド，オランダ，

パキスタン， フランスがインドを非

難。

12月 19日

令インド国防軍，ゴアの首都パンジ

ムを攻略， ゴア作戦終わる。

命ボルト ガルの国連代表， ゴア問題

の安保理事会緊急会誠閲催を要請。

今インド政府筋， 日本向けゴア鉄鉱

石の輸出は今後も継続 したい意向を

発表。

令ゴアのダシルパ総督， ゴアをイン

ドに引き渡す文書に署名 (3地区の

行政はネ ール首相直接監督）。

12月21日

令中国 ・ビルマ両国政府，北京で両

国間の経済技術協力協定議定曹の付

属文書と技術協力に関する文書を交

換。

令ホワイト米国務省スボークスマ

ン，ゴア接収後も，米国の対印経済

援助は変更 しないと 言明。

12月24日

令ウ ・ヌー ・ビルマ首相，アラブ迎

合を公式訪問するため，カイロに到

着 (~28日）。

12月25日

◇米国務省，61年度対外援助実績で，

インド，ユーゴ向け漸増と発表。

12月26日

命ゴアを占領したインド軍は，撤退

を開始， 1200人のイン ド橙官がゴア

に入り，一部のゴア橙官も職務に復

帰した。

12月28日

令ネール ・インド首相，記者会見で

「中共に占領されているラダク地区

のアクサイチン高原を取りかえすた

め，あ らゆる面の措置を検討する」

と語る。

I西 南 アジア I
アフガニス タ‘ノ，イラソ，イラ

ク，レバノソ，サウジアラビア，

ョルダ` ノ， イスラニル， アラフ・

連合，バーレ ソ， クウェ ート，

カタール

JO月18日

舎ナセル ・アラ プ連合大統領は，シ

リア分離に伴う内閣の改造を発表。

令イラク政府，今後10年間に国民所

得を倍増するための1961~66年の経

済開発 5カ年計画を発表。

10月 19日

◇シリア新政府，米・英・ソ・日本

を含む31カ国に大公使館を設箇する

と発表。

◇イラク政府は， イラク石油会社な

ど各社との交渉の結果および各社の

活動退定の措闘をとると発表。

JO月21日

令アラプ述合政府， 40人の富豪など

「反動分子」を逮賄， 167人の財産を

没収。

JO月24日

命 トルコの共和人民，正義，新トル

コ，共和国家農民の4政党は，グル

セル将軍を大統領とする緊急国民戦

線政府の樹立に合意。

10月26日

令 トルコ国家統一委員会議長，ケマ

ル・グルセル将軍は， トルコ新議会

でトルコ第 2共和国の初代大統領に

選出される。

JO月28日

◇ト ルコの グルセル大統領は，暫定

内閣の首班に， 27日辞職した前内閣

のオズレジク副首相を委麒。

l1月 10日

令 トルコのグルセル大統領は，イス

メドイノ ニュ元大統領を首相に指

名， 同時に，共和人民，正義，新ト

ルコ共和国家牒民の 4党から閣僚を

選ぶよう要請。

91月 15日

令シリア政府暫定憲法を発表。 これ

に対する国民投票は， 12月 1日議会

選挙の際同時に行なう。議長が新憲

法を判定できるまでの 6カ月有効。

11月20日

令シリアのクズパリ 首相と 4人の閣

僚は， 12月 1日の総選挙立候補のた

め辞戦，暫定内閣首相にイザ l'• エル ・

I Iぅ
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ヌス教育国家指導相が選ばる。

令グルセル ・トルコ大統領は， イノ

ニュ元大統領を首班とする新連立内

閣の成立を発表。新内閣は，共和人

民党11人，正義党11人から成る。

11月25日

令パグダッド放送に よれば，カセム

首相と対立して死刑を宜告されてい

たアレフ前イラク湖首相兼内相釈放

さる。

11月26日

令アラブ連合政府，同国政府への陰

謀とナセル大統領への暗殺計画の容

疑で，フランス公式使節団員を含む

9人のフランス人を逮柿。

11月30日

令シリア総選挙実施。

令国連安保理事会でのク エート国迎

加盟申詰についての討議はソ連の拒

否権で否決。

令9日本とアラブ連合は，両国の航空

協定に調印。

令国連安全保障理事会，クウ ェー ト

の国連加盟を審議。

令クウェ ー トの国連加盟， ソ連の拒

否権で否決。

12月 1日

令 シリア，総逝挙。

12月2日

令 トルコ議会，イノ ニュ首相の率い

る新連立内閣を承認。

12月5日

令シリア総選挙で保守党勝つ。

令アラブ追合， 仏外交官4人を，ア

ラブ辿合政府転毅，スパイ容疑で告

発。

令イスラエルのベングリオン首相，

ビルマを公式訪問。

12月6日

令バグダッド放送によると，イラク

政府は，イラクにある外国愉入会社

663社を 6カ月 以内に国有化するこ

とを決定。

12月 12日

令パグダッド放送によれば，イ ラク

政府は，同国で操業している外国 3

石油会社の利権地域のうち，未淵発

地域を接収した。

12月14日

I I6 

令シリア議会の大統領選挙でナジ

ム ・エル ・クドシ氏が当選。

12月 16日

命イラク，バスラ港沖合水域でクウ

ェート船10隻を捕獲イラクの銀行

にあるクウ ェート人の預金全部を凍

結する法令出す。

12月20日

◇シリア新政府の初代首相にマ ー）レ

フ ・ダワ リビ氏指名 さる。

令ク ドシ・シリア大統僚，マ）レフ・

ダワリ ビ元首相に新内閣の組織を要

諮。

12月22日

今シリアで，マルフ ・ダワリビ氏を

首班とし， 15人の閣僚で構成される

新述立内閣成立。

12月23日

命ナセル ・アラブ連合大統領，ボー

トサイドでの放送荻説で，アラブ連

合領内の外国人所有地は全て国有化

するつも りだと発表。

令アラブ連合（エジプト），フランス

国籍所有者の入国禁止を確認。

12月25日

令イラク政府，マラヤ連邦と正式に

外交関係樹立。

12月26日

魯ジャワド ・イラ ク外相，クウェ ー

トはイラ クの一部だと言明。 ・

令英国防省，中東の緊張激化に備え

るため，小規模の警戒措置をとった

と発表。モ ンバリ在泊中の空母 「セ

ントー」，空軍輸送部隊約250人が中

東への出動準備命令を受ける。

令ハテム ・アラプ連合国務相，カイ

ロ放送を通じて，イ エメンとの連邦

関係を断つことを決定したと発表。

12月27日

令アラプ連合政府，仏政府教育使節

団によって経営されている 3つの学

校を没収。

12月29日

命ナウファル ・アラブ述盟事務総長

代理は， もし英軍がクウェ ー トに上

陸したらアラブ連盟はクウェ ー トか

ら軍隊を引き揚げるとの密告声明を

行なう。

Iアフリカ I
10月18日

令フランス政府，パリでの集団デモ

(17日）に参加 したアルジェリア回

教徒のうち， 1500名を追放。

令南アフリカで共和制初の総選挙で

与党が絶対多数を確保。

10月 19日

令英保護領タンガニーカ，ポルトガ

ルのアンゴラに対する植民地政策に

抗議 し，ポルト ガル領事の国外退去

を決定。

令南アフリカ，共和制以来初の総選

挙を行ないフルウ ールト首相のひき

いる国民党が絶対多数を獲得。

令ガーナ，東独と貿易支払い，科学・

技術協力，文化交換の 3協定に調印。

10月 20日

魯ベルギー信託統治領， Jレアンダウ

ルンジの下院は，前週暗殺されたル

ワンガール首相の後任に，前首相の

義弟，内相アン ドレ・ムヒルワ氏を

選出。

10月25日

令国連安全保悴理事会，モ ー リクニ

アの国連加盟を承認。

10月27日

令国連総会本会厳，モー リタ ニアの

加盟を承認。

10月30日

魯アドウラ・コンゴ中央政府首相は，

全国向け放送で 「コンゴ国民軍は，

長期間にわたるカタンガ州の分離に

終止符を打っため，作戦を開始する」

と述べた。

11月 1日

令アルジ ェリア回教徒の反乱， 7周

年記念デモが警備の仏軍と発砲の応

酬。死者40,負傷者80名を出す。

令アルジェリ ア民族解放戦線がア）レ

ジェリア各地で行なったデモで76人

が死亡。

11月2日

令コン ゴ中央政府，モプツ司令官は

カタンガ州の分離を終結させるた

め，総攻撃を開始，広範な戦線でカ

タンガ州内部約55キロに進隙したと
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語る。

11月4日

命アルジェリア臨時政府(GPRA)の

副首相は， フランスの提案している

アルジェリア自決投票を， ア）レジェ

リア独立達成の手段として受け入れ

る用意があると言明。

11月 13日

◇コンゴ，カ タンガ州の情勢検討の

ため，エチオビア，ナイジェリア，

スーダン 3国の要求で国連安保理事

会開かる。 エチオビア代表は，ツォ

ンベ首相に対する外国援助を即時停

止させるために，安保理事会があら

ゆる措置を とる様要求。そのための

5項目 を提示。

合国連総会特別政治委は，南アフリ

カ共和国の人種差別政策を非難し，

同国との断交を勧告した31カ国（日，

米，英は反対）決議案を可決。

命朴， ワシント ン着。

ラスク氏と会談 (~14日）。

11月 14日

令朴・ケネディ共同コミ ュニケ， 韓

国革命政権のあげた成果を評価し，

韓国への軍事千渉には，米国が全力

をあげて援助する旨強調。

命コンゴ中央政府のギゼンガ第 2副

大統領は，キブ州都キンズに中央政

府軍の反乱兵2000人以上が支持する

“反乱政府”を樹立（レオボルドビ

ル外交筋）。

11月 16日

念ツォンベ・カタン ガ州首相は，「ア

ドウラ・コンゴ中央政府首相と会談

する用意があり，依然，カサププ氏を

コンゴ連邦の大統領と認めている」

と述べる。

令コンゴ軍兵士，キプ州都キンズで

イタリア航空兵13名を虐殺 （国連ス

ボーク スマン）。アドウラ ・コンゴ首

相，全国向けラジオ放送で， コンゴ

兵容疑者処罰を約束。

11月 17日

令コンゴ・カ タン ガ州のツ ォンベ首

相 は 国 述 の一部諸国代表への電報

でコンゴ中央政府のアドウラ首相と

すぐ交渉に入る用意があると表明。

令コンゴの国連軍は， 13人のイタリ

ア兵を殺害した コンゴ兵の動きを封

じるため，キ ブ州キンズ周辺の飛行

場を閉鎖。

令ウ・ タン ト国連暫定事務総長は，

緊急コン ゴ諮問委員会を開く。軍隊

と資材の増援問題が主要議題とみら

れる。

11月21日

令ILO理事会，南ア共和国への，ILO
脱退勧告（ナ イジェリ ア政府提案）

を採択。

11月24日

令国連総会本会議， 「アフリカ非核

地帯宣言」を採択。

令国連安全保障理事会は「カタンガ

に対する強力な国連の措置」を求め

た決議案を採択。

11月25日

令ナイジェリアのラゴスでアフリカ

諸国首脳会議を開き，28カ国の独立

諸国を招待。

11月25~26日

令ア）レジェリアで回教徒による警察

署製撃や欧州人の報復で，死傷70名

を出す。

11月26日

令コンゴのツォンベ・カ タンガ州大

統領は，エリザベートビルで開かれ

た54人の大衆集会で，カタンガ州分

離を終結する よう要求＇し た国連安保

理事会を非難，州民に戦争準備を呼

びかけた。

11月29日

令コンゴ・ツォ ンベ ・カタンガ州大

統領，レオボルドビル中央政府と の

紛争調停をア フリ カ中立諸国に任せ

たいと提案。

12月2日

令コンゴ中央政府， ソ連，ボーラン

ド，チェコ 3国との外交関係を再開。

12月3日

令エリザペート ビルに着陸しようと

した国連檄，カタンガ軍に砲撃さる。

令英軍事使節団， ガーナ政府のまね

きでアクラに到着。

12月4日

令エチューソン・ソ連高等中等専門

教育相， タンガニーカを訪問。

令国迎カタンガ州最高責任者， コナ

ー・ オブライ エン博士と コンゴ派遣

エール軍最高指令官マッキーオン将
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軍， 「英国とベルギーは，コンゴ統

ーをあ らゆる手段で妨害している」

と激しく非難して辞意を表明。

12月5日

喩エリザベートビルで国連軍とカタ

ンガ軍の問に戦闘はじめる。

令ウ ・タント国連暫定事務総長，コ

ンゴ駐在国連軍に対し， 「エリザベ

ートビルにおける国連軍の行動の自

由を回復するため」必要な行動をと

るよう指令，国連現地責任者を民間

人からインド陸軍准将にうつす。

12月6日

令エリザベー トビルで，国連軍とカ

タンガ軍間に激しい戦闘つづく。

令コンゴ ・カタンガ州のツォンベ大

統領，米，英，仏その他政府首脳I1こ，

カタンガ州での国連軍の作戦に米機

を使わぬよう申し入れをしてほしい

と訴える。

令英政府， 国連軍のカタ ンガにおけ

る行動を非難。

令ツォ ンベ ・カタ ンガ州大統領は，

テレビ会見で， 「カタンガ州は共産

主義への唯一の弾幕であるのに米国

の政策は不可解だ」 と発言。

令ロウ・南ア外相のヒューム英外相

訪問により，南アの英連邦離脱に伴

う新，しい両国関係が樹立。

12月7日

令ホファッカー米領亭，米空軍のコ

ルウェジ爆撃への報復のため，カタ

ンガ州政府に軟禁さる。

令ボンボコ・コンゴ中央政府外相，

「問もなくベルギーとの外交関係を

再開する」と語る。

令タ ンガニーカ首相，新華社記者に

対し 「中共だけが国述で談席をもつ

べきだ」と語る。

12月8日

♦ 9 日独立するタンガニーカ，同日
から英連邦に加盟すると公式発表。

令英国政府， コン ゴ派遣の国述軍に

対 し，爆弾を支給することに同意。

◇国連スボークスマンは「カタンガ

州エリザペトビルの情勢は良好，カ

タンガ州軍の手にある拠点は大統領

官邸とリド・ホテルのみ」と語る。

◇国述スエーデン軍のジェッ ト機，

エリザベトビルのカ タンガ放送局を

爆破，インド機， 市中央部を爆撃。

l l 7 
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12月9日

令英信託統治領タンガニー カ独立。

令エリザベトビル在住のベ ルギ ー

人，引き揚げを開始。

命南 ローデシア追邦政府，アフリカ

民族民主党のデモに対し，主要都市

の軍隊を動員。

12月 10日

會マッキーオン国連軍事司令官は，

現地視察後，現在カタンガ軍を指揮

しているのは， もっばらカタンガ州

の財閥を代弁するグルー プのために

働く白人屈い兵たちだと語る。

令カタンガ在住の白人約 200人のデ

モ隊， 当地の米領事館を痰う。

12月11日

令ペルギーのスパーク外相，バリで

会合中の米，英，仏 3国外相に対し，

ゥ・ タン ト暫定事務総長が即時カタ

ンガでの停戦を行なうよう要諮して

ほしいと打電。

12月 12日

令米国務省，ナイジェリアの発展 5

カ年計画に計 2億2500万ドルの長期

借款と供与を与えると発表。

令オリア ンタ）レ州のギゼンガ派軍隊

約2000人，キブ州にむけて前進。

12月 13日

命国連軍，エリザベ トビ）レのカ タン

ガ軍に総攻撃を開始，カタ ンガ軍は

この攻撃に抵抗しきれまいと州政府

発表。

令米空軍 のグローブマス ター輸送

機，エリザベートビルに新たに700

人のエチオビア軍を輸送，同市の国

連軍を 1週間前の 2倍に増強。

令英国，ゥ ・タント 国連事務総長に

対し， 国連軍とカ タンガ軍間の即時

停戦を実現するよう要請する正式書

簡を手交。

令国連内のアジア・アフリ カ ・グ）レ

ープは，バイク）レ議長の名で，カタ

ンガにおける国連作戦を全面的に支

持，非協力的な英仏を非難する声明

を発表。

12月 14日

令ツォンベ ・カ タンガ州大統領，ケ

ネディ米大統領1iこ， カタン ガ州での

戦闘終結のため協力を要請。

12月 15日

令ガリオ ン・コンゴ駐在米大使， 全

般的コン ゴ問題について， 国連， 中

央政府， カタンガ州ツォンベ政権の

3者の間に平和的解決を得るため個

人的調停役を果たすよう，特別指令

をう ける。

令 ド・ゴール仏大統領， コンゴに増

設部隊や兵器を運ぷ国追機が仏領空

を通過することを禁止する旨，ウ・

タント国連暫定事務総長に通告。

12月 16日

令国迎軍部隊，エリザペトビル中心

部に突入， カタ ンガ軍の 2つの拠点

を占領， ツォンベ・ カタンガ州大統

領国境付近の鉱山都市キブシに逃

亡。

命国連コ ンゴ諮間委員会，ウ・ タン

ト国連暫定事務総長の行動を完全に

支持し，英国の停戦要請に反対。

◇ツォンペ ・カタンガ州大統頷，北

ローデシア国境のキ プシか ら国連軍

包囲下のエリザベートビルに婦り，

ケネ ディ大統領に停戦の斡旋方を要

請。

12月17日

令コンゴ中央政府のアドウ ラ首相，

コンゴ統一問題協議のため，ツ ォン

ベ ・カタ ンガ州大統領と会談する用

意があると発表。

12月 18日

◇国連軍とカタンガ軍， 臨時休戦を
己—9 号
旦 FO

12月20日

令アドウラ・コンゴ中央政府首相と

ツォ ンベ・ カタ ンガ州大統領の会談，

国連軍キトナ基地で始まる。

◇ギニアのセクー ・トーレ大統領（ま

同国院在のソロ ト・ ソ連大使を国外

に追放（ロンドン ・デーリ ー・テ レ

グラフ紙）。

12月21日

令アドウ ラ・コンゴ中央政府首相と

ッ・ォンベ ・カタンガ州大統領は，カ

タンガ州の分離をやめさせ， 統一コ

ンゴのもとに復婦さ せる協定を締

結。ツォンベ大統領，中央政府の権

威認める宣言に署名。尚不満を表明。

令キトナ会談をおえてエリザベート

ビルに帰った ツォンペ大統領，キト

ナ会談は収獲なしと語る。

令ペルギー政府，同国信託統治領）レ

アンダ， ウル ンジに62年 1月 1日以

降完全自治権を与える協定に調印。

12月22日

令アドウ ラ・コンゴ中央政府首相，

「ツォンベ・ カタ ンガ州大統領が約

束を守らなければ，やむなく武力行

使する」と語る。

令コンゴ ・カタンガ州政府，キトナ

宣言は強制されたも のだと の理由で

不承認を表明。

令米国務省，ナイジェリアの発展5

カ年計画に対して 2億2500万ドルを

長期借款供与を発表。

12月26日

命モロッコ政府， コンゴ中央政府が

近く外交関係を樹立 し，同時に，技

術， 経済両使節を交換すると発表。

12月27日

令コンゴとベルギーの国交， 17ヵ月

ぶりに復活。

令コンゴ函民議会に出席するカタン

ガ州代表の第 1陣，空路レオ叔ル ド

ビルに到滸。

會ビゼル ト基地その他懸案事項に関

する仏 ・チュニ ジア間予備会談，ロ

ーマで再開。

12月28日

令ツォンベ・カタンガ州大統領は，

記者会見で，国連軍はカタンガに対

する新たな軍事攻撃を準備してお

り，その背後にはガリオ ン米大使が

いると非雌。

12月29日

令ドゴール・ フランス大統領は， ラ

ジオ，テレビでの年末のメッセージ

の中で，今 日，フランス，アルジェ

リア臨時政府問の合意を通じてのア

ルジェリア問題の解決は可能である

と語る。

Iその他 I

10月18日

◇ぺ）レー南部のクスコで， ベル トフ

ン首相の同市訪問に反対するゼネス

ト行なわる。

10月 19日

令ボリ ビアで陸軍機械化部隊の一部

による政府転覆の陰謀が発覚。
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10月20日

◇アルバニア共産党中央委員会は，

フルシチョフ・ソ連首相のアルパニ

ア批判に対し，激しい攻撃を加える

声明を発表。

10月21日

令米国務省，共産圏の低開発国援助

に閃する報告によると過去 2年間に

倍増したと発表。

10月22日

今ソ連の22回党大会で，フ首相がア

ルバニアを攻撃したことに対し，ア

ルバニア指蒋者支持の大集会がアル

バニア全土で開かる。

10月26日

令ブラジル交渉団， 日本政府と対日

恨務償還繰り延べについて協議を開

始。

10月28日

拿極東の米軍事当局者，米爆撃機が

核爆弾計50メガトンを積んでいるこ

とを確認（全ての米戦略空軍基地に

ある B52爆撃機は， 25M2個ずつを

装備している）。

今テヘランで開かれている OPEC

（石油輸出国機構）会議は，インド

ネシアの加盟を承認。

10月29日

◇ギリシア総選挙で，カラマンリス

現首相のひきいる国民急進党圧勝。

11月7日

令ベラスコ・エクアドル大統領は，

「独裁者となろうとしている」との

理由で，かねて反目を伝えられてい

たアロセメナ副大統領と 9人の議員

を逮捕。副大統領を支持して反乱を

おこしたチンボサラエ兵隊はキト市

南方で7時間の戦斗ののち，撃退さ

れた。

拿ベラスコ・エクアドル大統領は，

陸軍部隊と労組が副大統領を支持し

たため，辞意を表明。

11月8日

クアドル三軍司令官は，公式コ

ミュニケで，ガリエゴス最高裁長官

を大統領に選ぶとともに，法的秩序

の回復のため， 90日以内に制憲議会

選挙を実施すると述べた。ガリエゴ

ス氏は軍の支持のもとに暫定大統領

に就任。

11月9日

拿アロセメナ・エクアドル醤1)大統領

は，大統領に昇格， 8閣僚を任命。

新大統領支持の左派グ）レープは，新

大統領に前閣僚の財産没収と費用乱

用のかどで裁判する特別法廷の設置

を要求。

11月 11日

令ベタンクール・ベネズエラ大統領

は， 「ベネズエラは，キューバとの

国交を断絶した」と発表。

11月 13日

會コロンボ計両年次閣僚会議，加囮

21カ国の代表の出席のもとにマラヤ

のクアラルンプールで開かる（～

17日）。

嗚ガット第19回総会，ジュネーヴで

加盟39カ国，仮加盟国，準加盟国の

参加のもとに開かる。

11月 19日

拿ドミニカ共和国のバラゲール大統

領は，エクトー）レ・トルヒーヨ元大

統領とホセ・トルヒーヨ将軍の兄弟

が共和国を離れることに同意したと

発表。

脅米国の巡洋艦 1隻と駆逐艦 3隻

は， ドミニカ共和国の沿岸 3マイル

領海制限スレスレを巡航，

◇バラゲール・ドミニカ共和国大統

領は国家非常事態宣言に署名。

11月21日

令ケネディ米大統領，米関税委員会

に，輸入綿製品に対する賦課金の是

非を調査するよう要求。

11月23日

令ドミニカ議会，首都シウダード・

トルヒーヨを全会一致で，旧名サン

ト・ドミンゴに戻すことを決議。

拿ブラジル， 14年ぶりにソ連と国交

再開。

11月24日

會ドミニカ国連代表，安保理事会で

「米国によるドミニカの内政干渉は

全くない」と，キューバの米国批判

に反論。

11月28日

今ドミニカで，野党の呼びかけに応

じてバラゲール大統領を辞任させる

ためのストライキに数千の民衆が突

入。なお軍部はバラゲール大統額を

支持。

11月30日

會ガット閣僚会議終了。低開発国へ

市場を開拓しようとの宣言を発表。

會バラゲール・ドミニカ大統領は，

危機解決に関する軍の提案を支持。

首都では野党の呼びかけで大統領就

任要求のゼネストが続いている。

會バラゲール・ドミニカ大統領，総

選まで7人の暫定政権を設置すべし

との軍部提案を支持。

疇バラゲール・ドミニカ大統領，事

実上軍に強権を与える。大統領辞任

要求の野党指尊のゼネ・スト 3日目

に入る。

12月 1日

疇カストロ・キューバ大統領，テレ

ビ放送で， 「わたくしは心からマル

クス主義を信じる」と発言。

12月4日

會ドミニカのサンドミンゴ市内で射

撃戦がはじまり戒厳令を布告。

疇米州機構(OAS)理事会，西半球諸

国はキューバヘの集団行動を考慮す

るとのコロンビア提案を採択。

會ケネディ米大統額，キューバ糖の

米国への輸入禁止法の有効期間の半

年延長を決める。

12月7日

會ベネズエラのカラカスで，ケネデ

ィ米大統領の訪問に反対する左翼デ

モ，笞官隊と衝突。

12月 12日

會ジュネーヴの国際砂糖会議， 「キ

ューパの輸出割り当て景増加要求」

をめぐって討議を続けたが，遂に決

裂。

12月 19日

會ユネスコ主催の「アジア極東通信

社発展会議」パンコックで開かる（～

22日）。

12月27日

◇ホンジュラス訪問中のイジゴー

ラ・グァテマラ大統領は， 「グァテ

マラは来年 1月か 2月に英国と断交

し，英国人を国外に追放する計画だ」

と言明。
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